
令和６年（2024年）５月 21日 

長 野 県 病 害 虫 防 除 所 

 

病害虫発生予察地区報第１号 
―― 地区注意報 ―― 

病害虫名：果樹カメムシ類（チャバネアオカメムシ） 

 

１ 情報の内容  

南信農業試験場で実施している果樹カメムシ類のトラップ調査において、本年５月第４半旬時点で

多発年とほぼ同程度の頭数（チャバネアオカメムシ）が捕獲されていることから、今後、南信地域に

おいてカメムシ類が多発生する恐れがある。 

 

２ 対象地域 

南信地域の果樹栽培地帯（なし、もも、うめ、すもも園など） 

 

３ 根拠 

（１）南信農業試験場がこれまで実施しているフェロモントラップ調査では、カメムシ類の越冬場所で

ある広葉樹林地帯での捕獲個体数が多く、また繁殖地であるヒノキ林の捕獲数も多い（表１）。ま

た、平年と比べても誘殺数は多く推移している。 

（２）南信農業試験場内のなしのほ場においても飛来が確認されている。 

（３）向こう１か月の気象予報（気象庁５月 16日発表）は、暖かい空気が流れ込みやすいため、向こう

１か月の気温は高いと予想されており、カメムシ類の活動は活発になりやすい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南信農業試験場内 越冬場所 繁殖地

ナシ園付近 広葉樹林 ヒノキ林

令和６年（2024年） 2 275 40

令和５年（2023年） 0 62 25

令和４年（2022年） 0 77 2

令和３年（2021年） 0 97 18

令和２年（2020年）** 8 201 60

令和元年（2019年） 0 146 2

平成30年（2018年）** 2 308 52

平成29年（2017年） 0 48 27

平成28年（2016年） 0 93 64

平成27年（2015年） 0 71 21

平成26年（2014年） 0 13 7

*南信農業試験場調査データ　**カメムシ類の多発年

下伊那郡高森町

表１　フェロモントラップによるチャバネアオカメムシ捕獲個体数*

　　  (５月第４半旬までの合計値）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 防除対策及び留意点  

（１）チャバネアオカメムシは、広範囲で移動を繰り返し、地域全体で被害が多くなるので、防除対策

は地域全体での取組が望ましい。 

（２）多発年では、８月頃まで成虫が恒常的に果樹園へ飛来し、幼果・成熟果を加害するおそれがある

ので注意する。 

（３）薬剤による防除については「長野県農作物病害虫雑草防除基準」を参考にする。 

  （https://www.pref.nagano.lg.jp/bojo/nouyaku.html） 

（４）気温の高い日が２～３日続くとカメムシ類の移動が活発になる傾向があるので、今後の気象情報、

発生予察情報に注意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問合せ先） 

担当  長野県病害虫防除所（中南信担当） 

 山口、齋藤 

電話   0263-53-5642 

ﾌｧｸｼﾐﾘ 0263-54-4508 

電子ﾒｰﾙ  bojo-y@pref.nagano.lg.jp 

図１ チャバネアオカメムシ成虫 図２ カメムシ類による幼果の被害（もも） 

➡〇にみられるカメムシ類による吸汁痕 

（問合せ先） 

担当  長野県病害虫防除所 北澤、藤永 

電話   026-248-6471 

ﾌｧｸｼﾐﾘ 026-248-6473 

電子ﾒｰﾙ  bojo@pref.nagano.lg.jp 
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mailto:bojo-y@pref.nagano.lg.jp
mailto:bojo@pref.nagano.lg.jp

